
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）

恒

藤

恭
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表
象
の
多
機
を
思
惟
一
般
の
統
｝
の
下
に
も
た
ら
す
悟
牲
の
機
能
を
ば
、
客
心
的
に
二
三
す
る

も
の
こ
し
て
判
断
を
規
定
す
る
た
め
の
諸
藩
件
に
開
は
し
め
つ
、
、
純
輝
悟
性
概
念
の
そ
れ
ぞ
れ

を
槍
出
し
之
を
範
疇
の
表
の
う
ち
に
直
面
す
る
に
直
り
、
カ
ン
ト
は
、
そ
れ
ら
の
範
疇
を
相
互
に
結

合
し
、
叉
は
純
粋
戚
性
の
様
式
ご
結
合
す
る
こ
ご
に
よ
り
、
純
輝
悟
性
の
基
本
概
念
ε
し
て
の
範
疇

か
ら
影
藤
な
，
し
か
し
派
生
的
な
悟
性
概
念
（
憎
9
μ
P
魯
費
筈
碧
葱
け
。
8
＜
o
葱
窪
号
。
・
ぴ
。
σ
q
筑
津
）
を
み
ち
び

き
出
し
得
る
ご
述
べ
て
み
る
。
そ
し
て
、
こ
の
種
の
純
紳
悟
性
概
念
に
漏
し
℃
三
島
9
ヨ
黒
鼠
こ
し
て

の
範
疇
か
ら
逼
別
す
る
た
め
に
空
強
6
ぎ
籠
2
ビ
い
ふ
名
倉
を
あ
た
へ
元
後
、
一
旦
吾
々
が
根
源
薗

第
一
次
的
概
念
を
獲
得
し
た
上
は
、
こ
れ
に
派
生
的
第
二
次
的
概
念
を
附
加
し
て
、
純
粋
悟
性
の
系

圖
を
完
全
に
描
き
寓
す
こ
ご
は
客
易
で
あ
る
け
れ
ざ
、
差
し
當
り
問
題
ε
し
て
み
る
の
は
、
膿
系
の

完
成
で
は
な
く
て
、
軍
に
心
病
に
点
す
る
原
理
で
め
る
か
ら
、
こ
の
補
充
は
他
の
機
會
に
ゆ
づ
り
度

　
　
　
シ
ユ
タ
γ
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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六
二

い
ご
こ
ご
は
っ
て
み
る
（
琴
回
鼻
脅
＝
窪
蚕
μ
＜
臼
．
塁
砦
ω
。
。
∴
。
マ
h
長
℃
・
三
㊦
槻
9
冒
雪
3
も
Q
の
．
ご
一
N
D
－
・
1
夢
二
。
飼
三
§
m
匿
薦
告
・
）

　
か
や
う
に
カ
ン
ト
が
、
臼
〔
然
科
學
の
理
論
的
基
礎
づ
け
の
た
め
に
企
労
し
て
遣
い
た
派
生
的
先

天
的
悟
性
概
念
の
系
統
の
建
設
方
針
に
微
っ
て
、
目
的
科
學
に
つ
い
て
も
同
じ
標
な
作
．
業
が
行
は

る
べ
き
で
あ
る
ざ
い
ふ
見
地
か
ら
、
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
、
法
の
軍
純
基
礎
概
念
（
＾
一
δ
Φ
同
一
訪
鼻
窪
　
〇
三
一
孟
、

び
Φ
σ
q
ユ
男
臼
。
。
図
①
畠
8
②
）
の
確
定
を
了
へ
た
後
、
法
の
合
成
基
礎
概
念
（
隻
。
碧
ω
器
鈴
已
聾
σ
q
o
N
o
鴨
【
蚕
μ
9
暑
辛

び
濃
ユ
浄
α
o
。
。
H
〃
9
窪
。
。
。
）
の
抽
出
を
試
み
て
み
る
。

　
前
述
の
如
く
、
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
見
解
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
み
一
つ
か
ら
確
立
せ
る
法
律
概
念
の
下

に
意
欲
の
写
糊
約
鮪
質
料
を
持
ち
來
ら
す
だ
め
の
統
一
的
恒
常
蘭
方
法
の
一
つ
一
つ
が
、
個
々
の

法
理
的
範
疇
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
彼
は
か
や
う
に
法
の
軍
純
基
礎
概
念
が
特
殊
の
法
理
的

問
題
に
樹
し
て
適
用
さ
れ
る
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
の
基
礎
概
念
が
互
ひ
に
融
合
し
つ
、
現
れ
る
こ

ご
も
亦
可
能
で
あ
る
ざ
考
へ
て
る
る
。
こ
の
場
合
．
に
は
、
そ
れ
ら
の
基
礎
概
念
は
、
そ
の
把
捉
す
る

ε
こ
ろ
の
意
欲
の
質
料
を
共
同
の
關
渉
に
お
い
て
規
定
し
從
っ
て
斯
く
し
て
綜
合
さ
れ
た
表
象

力
法
は
統
一
的
な
仕
方
で
常
に
反
覆
さ
れ
る
こ
ご
、
な
る
。
そ
し
て
か
く
の
如
く
法
の
軍
純
基

礎
概
念
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
、
法
の
科
　
學
的
加
工
の
確
定
的
思
想
方
向
を
意
下
す
る
ご
こ
ろ
の
新

し
い
法
理
的
概
念
を
、
シ
エ
タ
ム
ラ
ー
は
法
の
合
成
基
礎
概
念
ビ
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
概
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念
も
亦
ひ
ご
し
く
純
粋
概
念
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
に
あ
た
へ
ら
れ
た
何
等
か
の
法
の
内
容
を
い
さ

、
か
も
含
ん
で
み
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
特
性
を
規
定
す
る
に
は
、
法
の
軍
純
基
礎
概
念
の
外
に
は

何
物
を
も
必
要
こ
す
る
こ
ご
な
く
、
從
っ
て
そ
れ
ら
の
概
念
は
、
思
惟
し
得
べ
き
一
切
の
法
に
費
し

て
統
一
的
茄
工
を
施
す
淀
め
の
普
遍
要
當
的
方
法
た
り
得
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
被
制
約
的
法
律

内
容
の
加
工
に
お
い
て
、
法
の
輩
純
基
礎
概
念
ご
特
殊
的
質
料
こ
の
中
間
階
段
た
る
地
位
に
立
ち

、
つ
、
、
法
律
生
活
の
個
々
の
問
題
を
統
一
的
に
把
捉
す
る
た
め
の
必
然
的
條
件
を
構
成
す
る
の
で

あ
る
。

　
法
の
軍
門
基
礎
概
念
の
意
・
義
を
か
や
う
に
確
定
し
た
土
、
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
唱
難
集
8
げ
三
窪
の
槍

出
の
方
法
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
暗
示
的
所
説
に
基
い
て
、
個
々
の
軍
純
戸
戸
概
念
の
槍
出
を
企

て
、
み
る
○
そ
の
方
法
は
、
既
に
確
立
さ
れ
た
入
個
の
軍
純
基
礎
概
念
の
中
か
ら
h
互
ひ
に
相
關
的

髄
鞘
に
立
つ
二
個
づ
、
の
概
念
を
え
ら
び
分
け
、
こ
れ
ら
の
四
壁
の
概
念
の
分
肢
た
る
各
概
念
を
、

そ
れ
一
心
の
三
見
の
概
念
の
分
肢
た
る
各
概
念
ご
結
合
す
る
こ
ビ
に
あ
る
。
斯
か
る
方
法
に

よ
っ
て
次
の
表
に
掲
げ
ら
れ
た
や
う
な
二
十
四
個
の
合
成
基
礎
概
念
が
求
め
得
ら
れ
る
。
こ
の

表
は
、
個
々
の
合
成
基
礎
概
念
が
、
論
理
的
に
襲
生
す
る
結
合
閣
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

の
概
念
の
各
個
の
い
つ
れ
も
二
回
反
覆
し
て
現
れ
る
や
う
な
構
圏
こ
な
っ
て
み
る
。
禽
ほ
そ
れ

　
　
　
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
…
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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山
ハ
四

ら
の
基
礎
概
念
の
各
個
を
成
立
せ
し
め
る
こ
こ
ろ
の
統
一
的
思
想
方
向
の
一
つ
く
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぐ
猫
立
の
論
著
が
出
來
上
る
ほ
ざ
の
問
題
が
あ
る
筈
だ
け
れ
ご
、

か
一
の
如
き
は
「
人
の
カ
の
能
く
す
べ
き
所
で
は
な
い
ご
言
ふ
の
で
、
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
．
盟
†
に
法

の
基
礎
概
念
の
可
能
的
探
求
の
問
題
を
方
法
的
に
攻
究
し
、
そ
の
確
實
な
る
解
決
の
根
本
方
針
を

嬢
ご
不
す
る
に
切
閏
め
て
み
な
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
日
ρ
冷
一
山
興
≧
紹
ヨ
ヨ
o
p
σ
q
o
8
σ
q
2
5
鴨
器
O
簿
犀
○
プ
2
回
の
誉
β
傷
σ
①
㈹
識
欝

潟
o
o
び
¢
α
q
一
，
≡
巳

因
Φ
O
げ
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く
①
「
『
魑
開
【
鼠
ω

因
O
O
ゲ
砕
穐
二
一
μ
○
プ
ゆ
評

園
O
O
プ
畠
鍔
P
け
窪
の
け
①
閉
門
財
O
宮

肉
O
O
げ
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ご
軌
♂
ω
國
q
岸
O
潔

　
　
　
σ

圃
汐
①
O
｝
監
匂
◎
♂
鼠
艶
話
q
犀
O
謬

　
　
　
　
O

菊
o
O
プ
訂
し
。
＝
9
0
扁
容

肉
ミ
ミ
％
ミ
鳶
ミ
、
、
嚇

肉
ミ
ミ
偽
簿
覧
頁
ミ
多

肉
爵
ミ
鷺
き
ミ
嚇

肉
ミ
ミ
偽
ミ
、
怒
ミ
、
、
ミ
嚇

肉
ミ
春
、
鳳
S
唆
ミ
賜

爲
、
へ
昏
鳳
偽
喚
へ
熱
ミ
ミ

”
o
O
び
錺
。
ε
o
蓉

肉
ミ
春
腎
噴
鮎
儀
制
瞬
ミ
酒
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馬
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糠
㌦
h
貸
、
琵
蛎
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日
貸
、
h
隔
詮
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、
弩

　
　
　
　
　
　
ぴ

沁
ミ
ミ
碇
鴨
ミ
紅
誠
へ
鰻
ミ
詠
翫
、

為
鴨
へ
趣
瓢
偽
ヘ
ミ
N
鳶
、
、

沁
ミ
ミ
§
、
ミ

肉
魅
、
為
爵
隔
覧
蒜
Q
ミ
㍊

図
O
O
び
艀
q
一
，
〔
二
μ
島

　
　
σ

男
の
O
プ
斤
も
D
く
O
臨
駄
出
叶
P
置
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拶
O
O
げ
叶
o
D
o
o
嬬
σ
｝
0
剛
山

雲
O
O
び
け
脇
○
ε
6
オ
戸

戸
O
O
一
μ
叶
い
プ
〇
一
戸
○
一
け

男
O
O
一
一
け
ω
門
一
P
什
0
鴨
も
。
片
①
一
一
倉
ず
①
一
叶

男
Φ
0
ぴ
け
誘
榊
ご
簿
ω
ω
一
σ
Q
圃
（
○
一
け

労
の
O
げ
仲
ω
〆
く
一
α
瓢
四
障
O
搾

戸
O
O
げ
汁
9
臼
ω
犀
咽
ど
O
犀
け

拶
O
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げ
ぼ
脇
○
ε
0
回
目
け

戸
O
O
口
け
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の
一
．
瓢
嵩
像

戸
①
O
プ
叶
の
く
①
門
げ
騨
一
σ
瓢
ω

園
①
O
プ
け
巳
魑
し
。
ω
｛
σ
q
オ
○
罧

図
O
O
げ
叶
ψ
二
．
一
ρ
躍
，
一
σ
q
一
《
Φ
謬

因
O
O
ゲ
叶
ω
げ
悼
一
儀
自
嵩
σ
q

胃
O
O
び
［
o
D
く
6
搬
凍
σ
Q
ζ
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σ
q
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諒
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．
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疑
．
、
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無
N
“
勘
N
．
隠
、
M
嚇

肉
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、
熱
、
粛
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～
勘
N
叫
詠
、
暁
“

肉
馬
、
認
N
傷
心
、
こ
ミ
、
篭
ミ
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碇

回ん

n
O
げ
叶
ω
ゲ
〇
一
β
O
一
二

H〃

n
O
ゴ
叶
頓
O
啓
N
蟷
謬
σ
q

カ
O
O
一
訴
匂
り
σ
q
O
ヨ
Φ
凶
ご
匂
9
P
8
匿
O
一
け

因
ω
O
げ
け
ω
戸
郎
，
ω
℃
一
，
⇔
二
σ
q
一
一
〇
ゲ
げ
Φ
…
砕

戸
O
O
ゴ
け
ψ
内
O
も
。
曽
聖
日
、
財
O
障

肉
へ
、
“
㌧
ぬ
唱
溜
分
、

肉
へ
『
却
鳳
砺
d
．
帽
N
昏
馬
防

シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）

涛
O
O
げ
け
切
一
α
一
ω
骨
』
β
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

図
O
O
プ
け
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げ
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戸
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P
⑳
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．
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械
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＼
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、
へ
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、
鴨
、
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辱
、
偽
“

労
O
∩
ゲ
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艦
P
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肋
梓
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け
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O
一
什
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H
ρ
O
O
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廿
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P
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H
↓
O
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一

｝
ρ
O
O
一
瓢
ω
の
び
一
〇
津
ζ
コ
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因
O
O
財
け
ω
ω
O
一
ゴ
」
O
博
山
冒
O
凶
叶

肉
、
、
昏
“
寒
、
、
ミ
、
、
、
亀
需

肉
、
、
恐
㌧
』
繋
寅
馬
曜
、
こ
、
、
喧
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ε
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園
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σ
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∩
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⇒
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σ
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旨
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搾

H
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簿
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σ

図
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O

図
①
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σ
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戸
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肉
O
O
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ω
ω
O
プ
9
山
3
⇔

胃
O
O
ゲ
け
ψ
く
O
一
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旨
O
甥
節
日
P
q

　
　
　
　
　
σ

潟
O
O
ず
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ω
く
O
亀
二
も
り
け

多
O
O
げ
叶
匂
ワ
く
O
一
，
げ
○
げ

菊
。
∩
ゲ
房
ノ
く
鉱
σ
q
O
コ
§
σ
q

六
六

　
右
の
表
，
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
黙
の
一
つ
は
、
そ
の
中
に
椹
利
（
α
①
匂
摩
ω
’
埠
）
圃
O
一
（
け
一
く
◎
　
　
丙
O
O
一
H
搾
）
の
概
念
が

見
質
ら
な
い
こ
ご
で
あ
る
が
、
こ
の
黙
に
關
し
て
は
、
…
雲
影
ビ
い
ふ
語
が
今
日
種
々
の
意
味
を
あ
ら

は
す
た
め
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
こ
オ
を
想
ひ
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
語
は
、
菊
。
。
暮
・
。
～
、
亀
楚
7

凱
ω
を
意
味
す
る
も
の
こ
し
て
は
、
法
の
軍
純
基
礎
概
念
の
問
題
に
お
い
て
そ
の
意
義
を
考
察
さ
れ

る
し
，
冑
8
ぎ
ω
σ
o
診
σ
q
鐸
圃
ω
を
意
思
す
る
も
の
こ
し
て
は
、
恰
も
右
の
表
の
中
に
そ
の
地
位
を
み
こ
め
ら

れ
’
て
る
る
の
で
め
る
Q
更
に
ま
た
、
全
膿
こ
し
て
の
法
（
急
騨
も
6
こ
口
O
一
μ
汁
一
更
侵
　
（
甲
繋
P
N
製
一
回
）
を
ば
、
そ
れ
が
客
掘
的

意
味
に
お
い
て
現
は
れ
る
か
、
主
観
的
二
二
に
お
い
て
現
れ
る
か
に
從
っ
て
、
二
つ
の
可
能
性
に
別

づ
こ
い
ふ
こ
ご
が
…
問
題
た
る
場
合
に
は
、
そ
の
考
察
は
須
く
沙
の
龍
系
　
（
身
の
O
Q
団
珍
。
ヨ
9
の
戸
。
。
び
汁
。
・
，
）

σ



の
理
論
ご
醐
賞
し
て
行
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ご
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
は
こ
ご
は
っ
て
み
る
。
（
目
、
．
。
噌
…
。
．

雛
幹
N
H
Q
o
I
P
P
繍
）

九
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シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
考
へ
に
よ
れ
ば
、
以
上
に
列
墨
さ
れ
た
法
の
軍
純
基
礎
概
念
及
び
含
成
基
礎

概
念
は
、
特
定
の
法
的
意
欲
を
考
察
す
る
に
由
り
統
一
朗
把
捉
の
欄
約
こ
し
て
必
ず
、
奪
重
さ
れ
ね

ば
な
ら
漁
こ
こ
ろ
の
根
本
的
思
慾
方
向
を
、
悉
く
綱
漏
す
る
臥
、
の
で
あ
る
。
叢
し
も
ひ
ご
し
く
期

か
ら
意
義
を
も
つ
純
輝
言
意
概
念
を
更
に
そ
の
以
外
に
求
め
む
ご
す
る
満
が
あ
る
な
ら
ば
、
如
何

に
し
て
後
者
が
法
の
概
念
か
ら
し
て
抽
出
し
得
ら
れ
る
か
を
説
歯
す
る
こ
ご
を
要
す
る
」
し
か

も
法
の
概
念
は
、
そ
の
四
個
の
湖
約
的
弓
微
の
統
一
に
お
い
て
の
み
、
形
式
的
方
法
の
上
か
ら
理
會

さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
あ
た
へ
ら
れ
た
意
欲
を
正
に
法
的
意
欲
ご
し
て
規
定
す
る
た

め
の
基
礎
概
念
の
個
数
及
び
種
別
は
、
以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
説
き
蓋
さ
れ
た
も
の
ご
言
ふ
外
は

な
い
。
併
し
な
が
ら
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
、
以
上
の
如
き
基
礎
概
念
の
外
に
、
更
に
全
く
別
個
の
立
場

か
ら
．
別
榛
の
斌
義
を
有
す
る
法
の
基
礎
概
念
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
漁
ご
論
じ
て
み
る
。
そ
し

て
彼
は
こ
の
別
種
の
法
の
基
礎
概
念
を
．
法
の
系
序
的
墓
礎
概
念
（
島
①
6
…
輔
墨
引
り
八
色
O
身
こ
σ
お
憎
…
瀞
紆
の

　
　
　
　
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
の
法
難
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ヒ
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山
詞
四

三
。
。
ぽ
。
・
。
）
ご
名
づ
け
、
そ
の
中
に
つ
き
、
時
間
的
系
序
開
基
礎
概
念
（
〔
藷
N
。
農
。
回
覧
髪
．
。
凶
ぎ
託
。
嵩
9
、
⊆
鼠
ぴ
。
回
路
）

ご
論
理
的
系
痔
的
基
礎
概
念
（
集
Φ
δ
σ
q
凶
ω
o
ゲ
。
闘
些
，
①
圃
財
e
託
o
p
Ω
馨
旧
益
σ
o
㈲
噌
剛
潮
〉
こ
の
二
種
類
を
更
に
斑
別

し
て
み
る
。
「
純
粋
理
性
批
鋼
」
に
お
い
て
は
、
カ
ン
ト
は
H
、
扇
島
9
び
密
8
を
求
め
る
方
法
に
、
範
疇
を
相

互
に
結
び
つ
け
る
方
法
ご
、
純
輝
戚
・
性
様
式
ご
結
び
つ
け
る
方
法
ご
を
墨
げ
て
る
る
が
、
シ
ユ
タ
ム

ラ
ー
に
お
け
る
『
法
の
輩
純
基
礎
概
念
』
は
こ
の
前
の
方
法
に
照
癒
し
た
仕
方
で
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
し
、
後
の
方
法
に
照
慮
し
た
仕
方
で
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
叢
に
謂
は
ゆ
る
『
法
の
時
間
的

系
序
言
基
礎
概
念
』
で
あ
る
。
な
ぼ
カ
ン
ト
は
「
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
」
に
お
い
て
は
、
右
の
二
つ
の
方
法
の

外
に
、
そ
れ
が
未
だ
維
験
的
に
規
定
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
の
現
象
の
質
料
ご
範
疇
ご
を
結
合

す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
二
等
8
爵
画
2
を
求
め
得
る
旨
を
説
い
て
居
り
こ
の
方
法
か
ら
暗
示
を
得
て
．

シ
ユ
タ
ム
ラ
！
が
索
出
せ
む
ご
す
る
の
が
、
『
法
の
論
理
的
手
序
的
基
礎
概
念
』
で
あ
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
法
的
意
欲
は
可
愛
的
で
あ
り
流
縛
的
で
あ
る
。
法
の
う
ち
に
含
有
さ
れ
て
み
る
目

的
及
び
手
段
の
思
想
は
、
こ
れ
ら
の
爾
…
者
を
繊
参
せ
し
め
る
こ
こ
ろ
の
時
聞
の
表
象
を
必
然
に
伴

ふ
。
だ
か
ら
法
的
意
欲
が
統
一
的
把
捉
に
お
い
て
縮
瞳
的
に
確
定
さ
る
べ
き
だ
こ
す
れ
ば
、
時
間

〔
章
魚
動
の
方
法
を
そ
の
恒
同
的
な
性
状
に
お
い
て
洞
見
す
る
こ
ご
が
必
要
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
事
が
成
就
さ
れ
南
濃
は
、
個
々
の
注
的
意
欲
を
根
本
的
關
聯
の
う
ち
に
系
入
す
る
こ
ご
は
勿
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論
腐
し
能
ふ
で
あ
ら
う
け
れ
ざ
、
こ
の
關
聯
は
…
単
に
時
問
的
隔
離
朕
態
に
お
い
て
の
み
思
惟
さ
る

べ
く
、
法
の
根
本
表
象
が
同
時
に
そ
の
時
間
的
に
絡
結
し
な
い
連
績
を
要
求
す
る
事
情
に
そ
ぐ
は
噛

ぬ
こ
き
、
な
る
外
は
な
い
。
弦
に
お
い
て
、
法
的
意
欲
を
そ
の
特
性
に
お
い
て
時
賜
的
現
象
の
う

ち
に
み
ち
び
き
入
れ
る
こ
ご
、
帥
ち
時
聞
の
経
過
の
中
に
恒
久
的
な
仕
方
で
系
序
す
る
こ
ご
を
特
．

徴
ご
す
る
ビ
こ
ろ
の
、
法
律
考
察
の
根
本
方
向
が
卒
し
く
爽
生
す
る
の
で
あ
る
り
こ
れ
ら
の
思
惟

形
式
を
法
の
時
間
的
系
序
的
基
礎
概
念
ご
よ
ぶ
こ
ご
、
す
る
。

　
カ
ン
ト
の
い
は
ゆ
る
純
粋
威
性
の
形
式
に
は
、
塞
間
ご
時
聞
こ
の
二
楼
が
あ
る
け
れ
ざ
、
法
は
塞

間
を
占
有
す
る
縮
瞳
で
は
な
い
か
ら
、
蕪
で
法
の
玉
壷
的
系
序
の
み
が
問
題
ご
な
る
わ
け
で
あ
る
。
，

も
こ
よ
り
法
は
、
透
間
に
お
い
て
吾
々
を
園
剥
す
る
逸
事
に
つ
い
て
も
規
定
を
あ
た
へ
る
任
務
を

も
つ
て
居
り
例
へ
ば
土
地
や
動
産
や
に
つ
い
て
そ
の
意
欲
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
高
け
れ
ざ
、
、

し
か
も
そ
の
た
め
に
法
的
意
欲
そ
の
者
が
外
的
現
象
ご
な
る
筈
は
な
い
Q
法
は
軍
に
、
手
段
ご
目

的
だ
の
連
鎖
に
お
い
て
時
間
の
制
約
に
服
す
る
ご
こ
ろ
の
、
意
識
の
根
本
方
向
の
一
つ
を
意
昧
す

る
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
法
的
意
欲
を
そ
の
時
間
的
登
現
に
お
い
て
規
定
す
る
ご
こ

ろ
の
基
礎
概
念
を
明
か
に
す
る
に
も
、
経
験
的
に
鋼
約
さ
れ
た
質
料
を
交
へ
な
い
純
騨
概
念
を
保

持
す
る
こ
ビ
を
念
こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
Q
さ
れ
ば
例
へ
ば
期
間
こ
か
期
日
ご
か
に
關
す
る
問
　

　
　
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
雪
の
法
理
的
範
購
弧
醐
に
つ
い
て
（
噛
¶
じ
此
フ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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七
〇

題
の
如
く
、
特
定
の
法
が
そ
の
目
的
の
た
め
に
如
何
楼
に
時
間
を
厩
劃
し
て
み
る
か
・
こ
い
ふ
や
う

な
被
制
約
的
規
定
は
、
叢
で
は
考
察
す
べ
き
限
り
で
な
い
。
同
様
に
、
例
へ
ば
新
し
き
法
は
遡
及
力

を
有
す
る
や
否
や
こ
い
ふ
や
う
な
、
特
殊
の
法
の
営
力
の
時
間
的
限
界
に
關
す
る
考
察
も
亦
、
多
数

の
法
律
秩
序
に
つ
い
て
相
…
樹
蘭
に
普
遍
的
な
ご
こ
ろ
の
親
…
定
を
封
象
こ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
無

解
約
的
意
識
を
窮
す
る
純
牌
法
律
上
の
範
園
に
は
燐
し
な
い
。
更
に
、
叢
で
求
め
ら
れ
る
基
礎
概

念
は
、
そ
の
牡
馬
な
る
形
式
的
性
質
に
お
い
て
洞
見
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
そ
の
綱
羅
的
完

全
性
を
絶
讃
さ
れ
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
蕪
で
も
亦
法
律
書
賃
そ
の
者
並
び

に
3
、
れ
か
ら
琳
聴
す
る
患
惟
方
法
か
ら
出
登
す
る
こ
ご
に
よ
り
、
頓
馬
的
群
群
に
お
け
る
法
的
惹

欲
を
根
本
的
に
把
捉
す
る
上
に
、
系
導
管
基
礎
概
念
が
如
何
や
う
に
軍
輝
輝
礎
概
念
に
樋
癒
す
る

か
を
兇
き
わ
め
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
か
や
う
に
し
て
時
聞
的
系
残
響
基
礎
概
念
は
，
時
聡
の
ジ
ち

に
法
律
内
．
癖
を
親
定
す
る
方
法
を
、
法
理
的
思
想
に
ご
り
て
可
能
な
ら
し
め
る
こ
ご
に
よ
b
、
か
の

輩
純
基
礎
概
念
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
ム
ー
右
に
の
べ
た
方
針
を
實
行
ず
る
ご
き
は
次
の
や

う
な
法
律
考
察
の
純
輝
形
式
が
、
時
問
的
系
序
的
基
礎
概
念
ε
し
て
あ
ら
は
れ
る
。

　
法
的
始
元
（
一
．
①
O
プ
け
賦
O
げ
○
脚
湯
⇒
静
溢
σ
q
）
　
法
的
存
綾
（
お
早
業
畠
・
司
。
務
g
3
§
鵬
）

　
法
的
恒
存
（
鷲
。
琶
芭
6
切
魯
ハ
一
講
蓑
σ
q
）
一
…
法
的
養
化
（
窓
畠
艶
9
。
・
ご
乱
2
戸
告
σ
q
）



：／　O，7

　
法
的
絡
局
性
（
§
匿
尊
。
国
民
σ
q
律
噛
σ
q
斎
け
）
　
法
的
経
過
牲
（
一
，
a
μ
琴
『
＜
9
，
野
コ
磐
簿
）

　
法
的
保
有
（
8
。
豪
雪
茜
》
門
誘
α
μ
δ
ぴ
毒
σ
q
）
…
法
的
解
消
（
需
9
窪
。
冨
》
戸
集
ゾ
レ
∈
・
σ
q
＞

　
そ
の
頂
職
に
法
律
主
腱
が
立
ち
、
そ
の
維
過
の
う
ち
に
、
拮
定
さ
れ
た
手
段
が
法
律
客
髄
ざ
し
て

あ
ら
は
れ
る
こ
こ
ろ
の
目
的
秩
序
こ
し
て
、
法
を
表
象
す
る
ご
き
、
右
の
表
に
お
け
る
第
…
の
基
礎
、

概
念
が
援
生
す
る
。
そ
し
て
規
定
の
表
象
ご
し
て
の
法
律
原
因
に
は
、
法
的
意
欲
の
確
定
的
存
立

の
思
想
が
照
癒
す
る
。
そ
し
て
法
的
意
欲
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
可
墾
的
手
段
は
、
法
的
恒
存
ご

醤
立
せ
し
め
ら
れ
つ
、
、
法
的
墾
動
の
概
念
に
よ
っ
て
の
み
認
識
し
得
ら
れ
る
。
次
に
法
律
経
過
、

性
の
概
念
は
、
時
間
に
お
け
る
意
欲
の
援
現
に
つ
い
て
、
法
的
に
絡
局
的
な
乃
こ
こ
ろ
の
も
の
、
思

想
方
向
を
意
味
し
、
法
律
濫
立
性
の
概
念
は
法
的
に
経
過
的
な
る
所
の
も
の
、
形
式
を
意
味
す
る
。
．

終
う
に
法
的
に
絡
合
さ
れ
る
意
志
内
容
ビ
結
合
す
る
意
欲
ビ
の
一
致
こ
し
て
の
適
法
性
の
思
想

を
、
時
聞
に
お
け
る
可
能
岩
登
現
に
係
は
し
め
る
ご
き
は
、
法
的
保
有
の
概
念
を
生
じ
る
。
　
何
ご
な
．
，

れ
ば
こ
の
場
会
に
、
．
時
間
に
お
け
る
整
序
に
と
う
て
、
結
合
的
意
欲
は
被
結
合
的
意
欲
か
到
達
す
べ

き
臼
標
ご
し
て
思
惟
さ
れ
て
る
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
ト
し
て
こ
の
關
係
を
違
法
性
の
方
向
に
お
い

て
考
慮
す
み
な
ら
ば
、
法
的
意
欲
の
解
消
の
概
念
を
獲
得
す
る
で
あ
ら
う
。

　
箪
純
墓
礎
概
念
」
が
、
法
的
意
欲
の
質
料
ε
曾
合
す
る
形
式
的
關
係
を
關
明
す
る
ご
き
は
が
の
基

　
　
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
約
範
騨
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
七
一
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七
二

礎
概
念
が
法
的
な
る
手
段
及
び
目
的
の
可
能
性
を
撰
興
す
る
特
有
の
方
法
を
観
取
す
る
こ
と
が

穿
き
る
。
か
く
し
て
生
す
る
概
念
も
常
法
の
純
粋
基
礎
概
念
で
あ
り
、
軍
純
基
礎
概
念
か
ら
派
生

せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
．
る
涙
生
半
係
に
お
い
て
特
有
の
整
序
の
任
務
を
つ
く
す
も
の
で
あ
り
、

特
に
之
を
法
の
論
理
的
系
序
的
基
礎
概
念
ご
幕
す
る
こ
ご
が
能
き
る
。
そ
の
特
性
は
、
法
的
に
規

定
さ
れ
た
意
欲
を
相
互
に
比
較
す
る
統
一
的
方
法
た
る
黙
に
あ
る
。
こ
の
比
較
に
お
い
て
、
欲
望

の
心
墨
約
的
質
料
が
法
の
基
礎
概
念
に
よ
り
把
捉
さ
れ
る
種
々
の
仕
方
が
浄
び
細
る
。
そ
し
て

こ
の
並
概
の
仕
方
は
、
有
限
的
意
志
内
容
の
一
切
の
特
殊
性
に
’
僻
存
す
る
こ
ご
な
く
、
軍
に
任
意
の

法
的
意
欲
を
統
一
的
に
理
會
す
る
純
輝
形
式
を
提
供
す
る
の
み
で
あ
る
亀
斯
か
る
省
察
の
方
向

に
お
い
て
、
法
の
軍
純
基
礎
概
念
の
系
列
に
獣
行
し
つ
、
、
次
の
や
う
な
法
の
論
理
的
系
序
的
墓
礎

概
念
が
生
ま
れ
る
。

　
法
的
軍
純
性
（
器
9
些
9
。
国
ご
賦
9
田
冨
ε
　
　
法
的
合
成
性
（
一
、
0
6
げ
叶
H
一
〇
同
闘
O
　
N
二
も
o
P
箒
り
同
一
〇
嵩
し
σ
O
叶
N
∬
β
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
）

　
法
的
被
規
定
性
（
鴇
。
ゴ
強
畠
6
切
①
。
。
ぎ
ρ
暮
訂
δ
　
　
法
的
被
制
約
性
（
器
。
｝
自
。
訂
｝
ど
魯
・
σ
q
窪
。
δ

　
法
的
上
位
（
一
．
O
O
ゲ
”
財
O
び
O
遍
く
O
コ
，
”
昌
面
）
　
法
的
下
位
（
楓
①
楽
土
。
ぎ
ω
翼
斜
。
訂
俘
。
ぎ
ご

　
法
的
一
致
（
・
，
8
言
凶
畠
＄
N
§
B
誉
蓉
・
・
含
霧
ε
　
法
的
差
異
（
・
、
a
邑
凶
畠
。
＜
。
・
，
。
・
象
＆
①
昌
臼
）

　
こ
れ
ら
の
墓
礎
概
念
は
い
つ
れ
も
、
軍
機
、
基
．
礎
概
念
の
各
個
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
把
捉
さ
る
べ
き
・



質
料
に
接
賢
し
．
之
を
思
考
す
る
根
本
的
方
法
を
意
則
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
あ
た
へ
ら
れ
た
法
的

意
欲
の
特
殊
的
目
標
に
つ
い
て
は
何
等
表
明
す
る
所
な
く
，
純
然
た
る
論
理
的
整
序
形
武
を
意
昧

す
・
る
に
す
ぎ
な
い
○
（
，
門
一
一
①
O
門
一
〇
り
ω
Q
Q
．
い
い
圃
一
に
い
い
）
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あ
ら
ゆ
る
法
律
的
研
究
の
必
然
的
根
抵
た
る
べ
き
法
の
純
粋
基
礎
概
念
の
系
4
4
は
、
上
來
考
察

し
た
や
う
な
論
述
の
過
程
に
よ
り
、
質
す
所
な
く
周
．
劉
に
吟
味
し
つ
く
さ
れ
た
こ
、
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー

は
確
信
し
て
み
る
、
こ
の
確
信
の
根
号
を
あ
た
へ
る
も
の
は
、
求
め
ら
れ
た
基
礎
概
念
が
、
い
つ
れ

も
法
律
概
念
、
の
形
式
的
遊
出
ご
し
て
生
ま
れ
る
こ
い
ふ
そ
れ
の
論
理
的
起
源
で
あ
る
Q
即
ち
法

律
概
念
が
斯
か
る
制
約
的
思
想
方
向
ご
し
て
包
藏
す
る
も
の
は
四
個
に
限
ら
れ
て
み
る
こ
こ
ろ

か
ら
、
軍
器
基
礎
概
念
は
、
可
能
的
把
捉
の
必
然
的
凝
立
に
お
い
て
、
入
個
し
か
あ
）
能
は
ぬ
ご
考
へ

ら
れ
る
ρ
更
に
法
の
基
礎
概
念
の
根
源
的
結
合
方
法
こ
し
て
は
．
相
互
的
結
合
、
時
間
的
系
序
、
及
び

意
欲
の
質
料
へ
の
連
結
の
三
種
類
の
外
に
は
思
惟
し
得
ら
れ
ぬ
以
上
、
法
的
考
察
の
た
め
の
純
輝

基
礎
概
念
の
可
能
性
は
、
以
上
の
・
如
き
論
述
に
よ
っ
て
残
り
な
く
畢
示
さ
れ
た
結
果
ご
な
る
ご
み

ご
め
ら
れ
る
の
で
あ
ち
。

　
註
僻
ほ
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
に
、
海
の
範
疇
の
理
論
に
お
い
て
、
最
後
に
法
の
根
本
課
題
（
爵
O
瓦
燈
謡
『
讐
㎝
。
・
乙
6
劣
・
葺
邑
に
つ
い
’
㌦
論
究
し
て
み
ろ

　
　
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
…
の
法
理
的
範
購
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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隠
岩
研
究
　
第
七
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

が
、
．
彼
白
身
も
．
那
醜
し
て
る
る
や
う
に
、
法
の
共
．
礎
概
念
ぜ
法
の
根
本
課
葱
ぜ
ば
、
諭
理
的
に
暦
し
く
そ
の
意
義
た
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
◎
郎
ち
前
．

看
1
1
、
法
律
質
料
一
般
の
形
式
的
整
序
に
あ
っ
か
る
も
の
で
め
り
、
任
意
の
法
的
考
量
に
統
…
が
も
六
ら
さ
ろ
べ
き
揚
合
に
に
、
必
然
に
常
に
そ
の
根
噛

抵
な
あ
六
へ
る
所
の
思
惟
方
法
溜
る
意
義
た
有
す
る
Q
從
っ
て
そ
れ
ほ
｝
切
の
法
律
考
察
に
啓
し
無
血
約
的
善
遍
妥
當
性
な
有
し
、
如
何
な
る
法
的
開

題
に
お
い
て
も
、
統
｝
的
規
定
の
由
縁
方
法
ミ
し
て
現
れ
來
ら
ぬ
こ
ぜ
ば
あ
り
得
な
い
。
之
に
反
し
て
法
の
根
本
課
題
匡
、
も
ε
よ
り
興
へ
ら
れ
六
一

切
の
法
律
秩
序
に
着
し
て
妥
當
で
る
ご
1
1
い
ふ
も
の
・
．
あ
ら
ゆ
う
特
蘇
的
法
律
學
的
考
究
に
お
い
て
恒
に
含
有
さ
れ
て
ね
る
の
で
ロ
な
い
こ
こ
ろ
の

特
定
の
問
題
の
普
逓
的
提
起
た
意
昧
す
る
。
即
ち
そ
れ
に
有
限
的
問
題
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
意
欲
に
粗
し
て
普
遍
的
に
委
常
す
る
ご
ば
云
へ
そ
の

内
容
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
定
す
ろ
所
の
も
の
に
お
い
て
、
隈
定
さ
れ
て
居
り
、
從
っ
て
あ
ら
ゆ
ろ
法
に
封
ず
ろ
諜
題
れ
る
意
義
た
即
ち
か
が
ら
、
由

む
へ
ら
れ
力
法
に
お
け
ろ
一
切
の
法
的
問
題
に
写
し
て
意
義
為
有
ち
得
な
い
も
の
で
め
る
。
q
｝
茜
。
門
一
ρ
㏄
G
。
・
銚
ω
一
昌
。
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
以
上
に
考
察
し
た
や
う
な
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
卑
し
て
は
、
ウ
イ
ー
ソ
コ
ゥ
ス

キ
イ
を
は
じ
め
、
ビ
ン
グ
ァ
，
フ
エ
リ
イ
・
ゾ
ム
ロ
、
カ
ウ
フ
マ
ン
な
ご
の
學
者
が
、
鋒
先
を
そ
ろ
へ
て
か

な
り
烈
し
い
反
駁
を
加
へ
て
る
る
ハ
づ
．
団
。
≡
白
・
、
・
く
切
回
、
一
9
。
署
c
g
、
、
p
．
、
篇
p
昌
①
弓
一
、
尉
伽
。
弓
河
㊦
。
簿
ω
喜
瓠
。
切
。
一
）
｝
μ
剛
。
・
H
ゆ
累
l
L
肖
り
睡
。
『
・
ガ
。
。
茸
ω
，

ご
。
喉
…
三
尺
義
”
Φ
9
回
5
器
①
ρ
同
O
凱
1
一
男
誤
算
ω
o
舅
ゲ
い
噂
甘
ユ
ψ
二
四
。
ぴ
。
　
O
「
葺
乙
一
㊦
ぎ
。
噂
図
O
一
億
一
i
－
溢
し
（
p
二
戸
ヨ
臼
葺
智
劉
二
巳
（
銭
醇
瓢
〇
三
り
三
…
ω
0
7
曾
二
ん
¢
o
ゴ
一
。
・
三
飼
」
？

・。

B
一
、
嗣
同
…
。
L
ゆ
、
ど
。
　
そ
の
中
で
の
最
も
代
表
的
な
見
解
ビ
い
ふ
べ
き
ビ
ン
グ
ァ
の
所
論
を
あ
ら
ま
し
槍

討
し
て
、
こ
の
考
察
を
了
b
た
い
ご
思
ふ
。



？ユ1

　
ビ
ソ
ダ
ア
は
、
孟
ご
し
て
渉
H
Φ
㌶
旨
）
．
総
9
⑰
含
渉
お
肇
登
鳥
。
謡
臼
園
8
｝
誘
配
器
｛
へ
の
緒
論
の
考
察
に
基

い
て
、
ヵ
ソ
ト
の
意
昧
に
於
け
る
『
法
の
概
念
』
は
、
一
方
に
は
経
験
的
法
理
的
概
念
の
構
成
要
素
た

る
機
能
を
有
す
る
と
共
に
、
他
方
に
は
一
切
の
實
讃
法
に
饗
す
る
評
傾
標
準
た
る
機
能
を
有
す
る

ε
い
ふ
闘
完
を
下
し
、
斯
か
る
カ
ン
ト
の
思
想
の
中
に
こ
そ
、
彼
の
批
弱
主
義
の
精
瀞
か
ら
法
律
哲

學
が
汲
み
ご
る
こ
ご
の
危
き
る
最
も
深
い
意
義
が
存
す
る
ご
説
い
て
み
る
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
．

表
見
上
『
法
の
概
念
』
ご
さ
れ
て
る
る
も
の
は
、
ビ
ン
ダ
ァ
の
考
へ
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
先
験
暫
學
の

意
味
に
お
け
る
規
範
，
郎
ち
意
識
の
先
天
的
機
能
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
法
の
先
験
紛
規
範
は
恰
も

法
理
的
概
念
の
構
成
的
要
素
に
他
な
ら
癒
。
あ
ら
ゆ
る
経
験
に
お
け
る
ご
同
楼
に
、
法
的
経
験
に

お
い
て
も
、
…
箪
な
る
知
墨
　
　
（
姦
で
は
官
能
酌
な
る
県
界
で
は
な
く
、
直
接
に
精
確
的
な
る
知
畳
ご

呼
ば
る
べ
き
で
あ
る
）
i
…
i
に
乏
し
、
意
識
の
統
一
的
機
能
の
う
ち
に
入
墨
を
も
つ
こ
こ
ろ
の
瀧
極

的
形
式
的
因
素
が
加
は
ら
な
け
れ
ば
な
ら
3
9
。
こ
れ
ら
の
因
素
の
助
け
を
譲
り
て
、
吾
々
は
混
沌
，

た
る
現
實
を
整
序
し
、
そ
れ
を
ば
概
念
の
腱
系
に
ま
で
建
設
す
る
の
で
あ
る
Q
　
法
の
鎮
域
に
お
い

て
斯
か
る
範
疇
ご
し
て
の
任
務
を
つ
く
す
も
の
は
、
倫
理
的
叉
は
美
的
金
髪
な
ざ
ご
同
様
な
意
味

に
お
い
て
意
識
の
原
本
声
域
＝
た
る
ご
こ
ろ
の
法
の
規
範
（
鳥
幽
O
　
り
向
○
「
｛
二
　
　
儀
の
o
Q
　
因
Φ
〇
一
ρ
け
も
。
）
で
あ
る
。
倫

理
規
範
的
だ
の
美
的
親
譲
だ
の
が
、
経
験
的
に
あ
た
へ
ら
れ
た
特
定
の
領
域
を
倫
理
的
な
る
も
の

　
　
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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七
山
ハ

叉
は
美
的
な
る
も
の
の
領
域
ざ
し
て
他
の
領
域
か
ら
厩
劃
す
る
や
う
に
、
法
の
規
範
は
、
歴
吏
的
に

あ
た
へ
ら
れ
た
個
別
的
な
る
も
の
か
ら
し
て
法
律
考
察
の
普
遍
要
當
的
な
る
も
の
に
ま
で
、
法
律

學
に
ま
で
吾
々
を
到
達
し
得
さ
せ
る
ざ
こ
ろ
の
範
疇
で
あ
る
。
（
】
〕
［
昌
餌
。
ご
　
”
げ
一
畠
・
　
ω
乳
．
　
9
9
一
圃
・
　
い
G
◎
一
O
o
）

　
ビ
ン
グ
ァ
は
彼
が
親
て
以
て
法
理
的
概
念
の
構
成
的
物
置
こ
な
す
ご
こ
ろ
の
法
の
規
範
を
法

の
理
念
（
臼
6
蜀
8
審
ω
匿
8
算
ω
）
ε
も
呼
び
『
そ
の
う
ち
に
法
の
規
範
又
は
理
念
が
機
能
を
あ
ら
は
す

ご
ろ
の
一
切
の
も
の
が
法
で
あ
る
』
こ
の
定
義
を
下
し
て
み
る
。
彼
は
考
へ
る
や
う
、
す
べ
て
の
法
「

は
、
そ
の
規
範
に
適
合
せ
む
こ
ご
、
帥
ら
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
謂
は
ゆ
る
正
法
鼠
。
ぼ
δ
8
舛
。
。
三
）
た
ら
む
・

こ
す
る
こ
ご
に
努
め
る
も
の
で
あ
り
、
斯
か
る
方
向
が
一
般
に
賜
る
も
の
を
し
て
法
た
ら
し
め
る

の
で
あ
る
．
か
く
て
法
の
理
念
は
す
べ
て
の
實
謹
法
の
形
式
的
概
念
構
成
的
因
素
た
る
ご
同
時

に
、
ま
た
そ
の
評
債
の
た
め
の
規
範
こ
し
て
現
れ
る
Q
尤
も
法
の
概
念
は
淡
し
て
カ
ン
ト
の
意
味

に
お
け
る
純
粋
概
念
で
は
な
い
け
れ
ざ
、
そ
の
経
験
的
成
分
は
極
め
て
抽
象
的
に
規
定
さ
れ
て
居

る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
歴
更
的
に
あ
た
へ
ら
れ
た
法
及
び
あ
ら
ゆ
る
個
別
的
な
制
度
を
包
容
し
．
そ
れ

ら
に
勒
し
て
一
般
に
概
念
的
規
定
を
あ
た
へ
得
る
の
で
あ
る
Q
’
　
　
ビ
ン
グ
ァ
は
が
や
う
に
カ

ン
ト
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
た
ε
こ
ろ
の
、
法
律
経
験
に
お
け
る
先
天
的
要
素
に
劉
達
す
る
た

め
の
唯
一
の
途
に
、
カ
ン
ト
以
後
初
め
て
自
畳
し
て
復
賊
し
た
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
功
績
を
た
、
へ



7工3

る
ご
共
に
、
こ
の
途
の
並
幅
に
お
い
て
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は
あ
ら
ぬ
方
向
へ
ご
踏
み
は
つ
れ
、
そ
の
目

標
は
カ
ン
ト
の
愉
楽
に
お
け
る
範
疇
た
る
も
拘
ら
す
、
そ
の
…
進
路
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ご
つ
た

麟
納
法
で
あ
り
、
從
っ
て
獲
得
さ
れ
た
概
念
は
軍
な
る
最
高
の
類
概
念
に
過
ぎ
な
い
結
果
に
了
っ

て
み
る
ご
批
難
し
て
み
る
。
（
一
ぴ
”
（
ご
　
笛
も
Q
・
　
ひ
o
I
ひ
【
》
　
O
o
圃
一
G
D
Q
o
）

　
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
が
彼
の
謂
は
ゆ
る
純
粋
法
律
學
の
膿
系
を
建
設
し
て
行
く
根
本
方
針
は
、
第
一

に
、
個
別
的
且
つ
限
定
的
な
る
意
欲
の
内
容
を
普
遍
要
當
的
な
仕
方
で
分
解
し
、
そ
の
或
る
も
の
を

ば
法
的
意
欲
ご
し
て
他
の
種
類
の
意
欲
か
ら
匪
叙
す
る
恒
常
酌
形
式
的
方
法
た
る
意
義
を
も
つ

ご
こ
み
の
法
の
概
念
を
決
定
し
、
然
る
後
に
が
く
し
て
法
的
た
る
も
の
こ
理
會
さ
れ
た
意
志
内
容

が
、
意
欲
一
般
の
根
本
的
、
原
則
に
叶
へ
る
や
否
や
を
割
定
し
得
さ
せ
る
こ
こ
ろ
の
も
の
こ
し
そ
、
法

め
理
念
の
問
題
を
考
察
せ
む
ご
す
る
に
あ
る
。
　
だ
か
ら
彼
が
経
験
一
般
の
中
か
ら
或
る
種
類
の

経
験
を
法
律
経
験
な
り
ε
し
て
翠
示
し
、
そ
れ
を
し
て
可
能
な
ら
し
め
る
先
天
的
要
素
を
求
め
て

行
く
に
當
り
、
絡
極
の
糊
導
の
臼
標
r
た
る
べ
き
も
の
を
や
、
も
す
れ
ば
見
失
は
う
ご
す
る
頼
り
な

さ
を
示
し
て
み
る
や
う
に
思
は
れ
る
Q
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
法
の
概
念
を
し
て
法
の
理
念
に
封

し
緊
密
な
る
論
理
的
忌
辰
閣
係
に
立
た
し
め
や
う
こ
す
る
ゼ
ン
グ
ァ
の
態
度
が
、
批
例
哲
學
の
正

し
い
精
紳
に
よ
も
好
く
適
合
し
て
み
る
ご
言
は
ね
ば
な
ら
澱
が
、
ビ
ン
ダ
ァ
が
實
在
の
範
疇
　
（
島
。

　
　
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
…
鍛
研
婿
角
　
第
七
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

囚
気
。
σ
q
o
厭
…
①
希
鴇
9
詞
ω
）
に
覚
し
て
當
爲
の
範
疇
（
（
三
囲
照
応
。
膏
（
圃
。
い
℃
O
H
ζ
戸
ω
）
を
提
仮
す
る
に
當
ら
、
實
在

の
範
疇
ご
自
然
科
重
工
實
在
の
範
疇
ご
を
全
く
同
一
親
し
、
從
っ
て
そ
の
反
封
の
側
に
お
い
て
、
法

の
範
疇
を
流
ち
に
當
爲
の
範
疇
の
う
ち
に
系
入
せ
し
め
て
み
る
こ
ご
に
掲
し
て
は
（
出
、
5
。
，
幹
9
よ
。
）

賛
意
を
表
す
る
こ
ご
が
偉
き
な
い
b
前
記
の
如
く
ビ
ソ
ダ
ァ
は
法
理
的
概
念
の
先
天
的
形
式
的

要
素
こ
し
て
法
の
理
念
を
基
示
し
，
こ
れ
に
謝
し
て
法
理
的
概
念
の
経
験
的
質
料
的
要
素
こ
し
て

法
朗
覇
度
（
誘
。
｝
丘
同
。
ぎ
薫
一
覧
。
ゴ
¢
毒
。
｝
ご
を
劃
立
さ
せ
て
る
る
の
で
め
る
が
、
後
者
は
決
し
て
批
勃
哲
學

の
意
昧
に
お
け
る
純
粋
な
る
質
料
た
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
既
に
質
料
の
多
楼
が
法
理

的
範
疇
に
よ
っ
て
綜
合
さ
れ
克
服
さ
れ
た
も
の
こ
し
て
の
経
験
的
勤
象
た
る
も
の
で
は
め
る
ま

、
　
D
？
・

p
＞
　
」
ん

　
粟
窪
ε
實
在
ビ
の
勤
立
は
、
法
の
世
界
そ
の
者
の
内
部
に
お
い
て
も
亦
吾
々
の
逢
着
す
る
灰
で

あ
る
。
法
律
珍
品
の
世
舞
が
交
化
病
學
的
實
在
の
　
領
域
こ
し
て
理
會
さ
る
べ
き
で
あ
る
限
b
、

．
法
律
蟹
殖
の
範
疇
ご
ば
没
交
渉
に
法
律
賓
在
の
範
疇
を
検
出
し
や
う
こ
す
る
シ
ユ
タ
ム
ラ
；
の

方
法
に
は
根
本
的
峡
・
陥
…
が
伏
藏
さ
れ
て
る
る
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
さ
う
こ
て
法
律
慣
値
の
範

疇
は
郎
ち
法
律
實
在
の
範
疇
で
あ
る
ご
窮
す
ビ
ン
グ
ァ
の
見
解
も
、
吾
々
を
し
て
法
律
實
在
の
世

舞
の
論
理
的
玉
造
を
正
確
に
洞
見
す
る
こ
ご
を
得
さ
せ
る
方
向
に
…
進
ん
で
み
る
も
の
ご
は
認
め
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難
い
。
文
化
科
學
的
概
念
構
成
方
法
が
純
然
た
る
便
追
概
念
構
成
方
法
ご
は
本
質
的
に
趣
を
異

に
す
る
黙
が
あ
り
、
交
罪
科
學
的
實
在
は
自
然
科
學
的
實
在
ご
相
並
ん
で
、
筆
戦
こ
の
方
面
に
お
い

て
も
後
者
こ
の
間
に
本
質
的
差
異
を
存
す
る
ご
は
言
ふ
も
の
》
ひ
ご
し
く
経
験
的
實
在
ε
し
て

存
立
す
べ
き
で
あ
る
こ
す
れ
ば
、
文
化
償
値
の
範
疇
を
以
て
直
ち
し
文
化
科
學
的
範
疇
ビ
視
る
こ

ご
は
ゆ
る
さ
れ
す
前
者
に
封
し
て
論
理
的
碕
細
紐
係
を
保
ち
な
が
ら
も
、
爾
ほ
且
つ
濁
自
の
實
在

，
構
成
的
機
能
を
有
す
る
こ
こ
ろ
の
文
化
科
學
的
範
疇
の
意
義
が
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
思
惟

す
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か
，
？
愈
愈
な
見
地
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
法
の
理
念
の
理
論
ご
並
ん
で
法
の

「
範
疇
の
理
論
を
建
設
せ
ん
こ
す
る
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
努
力
は
、
そ
の
根
本
の
趣
旨
に
お
い
そ
は
肯

・
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
斯
か
る
努
力
は
、
ゼ
ン
ダ
ア
が
冷
評
せ
る
如
く
、
軍
な
る
経
瞼
的
普
遍
概

念
の
探
求
に
儲
る
も
の
こ
言
ふ
こ
ご
は
就
き
な
い
○
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
疇
論
に
封
し

て
は
、
個
々
の
範
疇
の
槍
脇
　
方
法
に
つ
き
、
更
に
は
槍
出
さ
れ
た
個
々
の
範
疇
の
種
別
並
び
に
個
数

に
つ
き
、
重
大
な
る
異
議
の
歪
む
べ
き
も
の
が
存
す
る
で
あ
ら
う
け
れ
ご
，
從
來
現
れ
た
法
理
的
範

疇
に
關
す
る
種
々
の
考
究
の
い
つ
れ
に
も
ま
さ
っ
て
、
吾
々
を
啓
螢
す
る
所
が
大
き
い
こ
ご
は
否

み
得
な
い
ε
思
は
れ
る
。
　
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
を
批
評
す
る
入
が
、
往
々
彼
を
目
し
て
、
周
到
な
る
問
題

の
解
決
者
た
る
よ
り
は
、
卓
越
せ
る
問
題
の
提
起
者
た
る
も
の
ご
評
す
の
で
あ
る
が
、
法
理
的
範
疇

　
　
　
シ
ユ
〃
ム
ラ
ー
の
法
理
的
範
酵
諭
に
つ
い
て
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
七
九
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鮨
昌
思
子
研
究
　

盤
甲
七
十
山
ハ
號

八
○

の
理
論
に
つ
い
て
も
．
，
こ
の
評
言
の
肯
繁
に
中
っ
て
み
る
こ
ご
を
畳
え
る
の
で
あ
る
Q
（
完
）


